
沈金 

 

 沈金とは、塗り固まった漆器の表面に沈金刀で文様を彫り、そこに漆を摺りこみ、金粉や箔を埋め

込む装飾技法で、1955年に重要無形文化財に指定されています。 

 

 「沈めた金」を意味する沈金は、中国の宋の時代（960～1279）の鎗金（そうきん）が起源で

す。日本には室町時代（1392～1573）に伝わり、日本の職人たちがその技法を学んで自ら作

品を手掛けるようになっていきました。 

 

 沈金は、固まった漆器の表面に金属製の「沈金刀(ノミ)」で線や点で文様を彫り込んでいくものです。

職人たちは、望みどおりの形を彫れるように、砥石でノミの刃先の形状を整えて独自にノミを作ります。刃

先の形状の違い――丸みを帯びたもの、角ばったもの、鋭く尖ったもの、粗いもの――や力の入れ具

合で、太く刷毛ではいたような線から子猫の毛並みのような繊細な模様まで表現することができま

す。 

 

 文様を彫り終わったら、彫った溝に漆を摺り込んでいきます。次に、和紙（日本古来の手漉きの

紙）で表面を拭き、余分な漆を拭き取って、溝の部分だけに漆が残るようにします。そして金箔ある

いは金粉を脱脂綿などで押し込むように塗りこめていきます。金箔や金粉は溝の中のまだ乾いていな

い漆に付着します。乾いてから余分な金属粉や箔を拭き取ると、黒い漆地に輝くような金色の絵柄

が浮かび上がります。 

 

 現代の沈金は特に石川県の輪島市とゆかりが深く、複数の重要無形文化財保持者を輩出して

います。 


